
       

自然体験活動 

野 外 炊 事 
国立花山青少年自然の家 

１ 活動の概要等 

野外でかまど作りや調理を行い、楽しく活動を行うことで、グループで協力・工夫す

ることの大切さを理解します。 

２ 時期・時間 

  ４月～１１月(３００名程度)※１２月～３月は４０名程度であれば可能 

  ３～４時間 

３ 準 備 

自然の家で貸し出しできる物 利用者で準備する物 

 野外炊事用具一式、もちつき用具一式、

ドラム缶釜等 

※８人分１セットにする際には、設置して

いるかごをお使いください。 

マッチ、スポンジ、たわし、洗剤、クレン

ザー、ふきん、雑巾、新聞紙、うちわ等、

※食材等は食堂に注文してください。 

４ 実施例 

 ＜事前の準備＞ 

① グループを編成します（１グループは８名が適しています）。 

② 材料、道具等の準備物を用意します。 

 ＜当日の手順＞ 

① 引率者は、事務室で野外炊事用具庫の鍵を受け取ります。 

⇒「準備の方法」「片づけ」等の説明を聞きます。 

② 利用者玄関ブリッジの真下で食堂から食材、まき等を受け取ります。内線電話（内線

２７）をお使いください。 

③ 調理開始  

④ 検食（一定期間食堂業者が保存するため）の提出※本館事務室に連絡してください。 

⑤ 片づけ 

⑥ 炊事場・炊事用具庫の確認 

⑦ 終了したら、本館事務室に連絡 

   ⇒利用団体の代表者立会いの下で，自然の家職員の点検があります。 

※洗浄，掃除などが不十分な箇所については，手直しをしていただきます。 

５ 指導方法 

職員の直接指導はありません。団体の引率者が指導者となって活動します。 

６ 留意点 

① 調理開始前にせっけんで手洗い 

② 食器・箸・まな板・包丁などは洗浄した後にアルコールで消毒 

③ 周りに燃え移らないように周辺の落ち葉などの片づけ（特に林間かまど利用時） 

④ 火の始末、火気に注意（燃えかかったまきは燃やし尽くす、火の周りでは遊ばせな

い、虫除けスプレー等火気厳禁の物品の確認） 

⑤ 刃物の持ち運び（ボウルや鍋に入れる、まな板と一緒に持つ等） 

⑥ 鍋・羽釜の安定性（ブロックを使って転倒に注意） 

⑦ 検食は各メニュー１袋（卵の大きさくらい）の提出となります。 



       

７ 野外炊事のポイント 

＜火をつける＞ 

・着火する前のまきの並べ方が

とても重要です。適当に置か

ずに、きちんと細いまきから

順に並べていきましょう。空

気が回るようにまきを足していきます。 

・焚き付けとなる新聞紙や杉葉は、灰になるので、後半は入れないように。 

＜ご飯を炊く＞ 

・水加減を調節します。→水加減は

米と同量が基本。手のひらを米の

表面につけたとき手首の上くら

いがよい。 

・火にかけます。弱火→強火→弱火 

・湯気が出なくなったら羽釜をかま

どから外します。 

 ※ふたを取らない方がよいとされ

ていますが、心配な時はふたをスライドさせてそっとのぞいてみましょう。 

 

８ 片づけのポイント 

やること ポイント 

ゴミの分別 

・食材と一緒に食堂から配布されるゴ

ミ袋を使用して分別します。 

・生ゴミ（野菜くず、残菜等） 

・燃えるゴミ（紙、ビニール、油・たれの容器等）

・燃えないゴミ（缶詰の缶等） 

・ペットボトル（本体とキャップとラベルを分ける）

調理器具、食器の洗浄 

・調理用具、食器はぬめりがないように

洗います。外側の「すす」も洗ってく

ださい。 

・油・カレーの残り等は新聞紙でふき取ると処理し

やすい。 

・鉄板は洗浄後、油を薄く塗る。 

調理用具、食器、鍋釜等を炊事用具庫に返却 

・布巾でしっかり拭いてから返却しま

す。 

・炊事用具庫へ返却する前に、きちんと洗浄されて

いるか引率者は確認をする。 

使用した炊事場の清掃 

・流し・流しの排水溝の清掃をします。

炊事棟は掃き掃除をします。 

・流しや排水口、水道の生ゴミ受けにゴミが残って

いないか確認する。 

※燃やさず残ったまきは炊事場わきのまき置き場に

かまどの残灰捨て 

・燃やし尽くして灰捨て場に捨てます。

・灰捨て場は最後に十分水をかけ消火する。 

※かまどには水をかけない。 

終了を事務室に連絡 

・事務室の内線「５２」～「５４」に連

絡します。 

・洗浄、掃除が不十分な場合手直しが必要になるの

で、その前にしっかり確認をしてから連絡する。

忘れ物・私物の置き忘れ確認 

・使用しなかった新聞紙・洗剤・スポン

ジ等も含めすべて持ち帰ります。 

・椅子の上や使わなかったかまど周辺等確認する。

新聞紙を丸める 細いまきを 

均等にに並べる

だんだんまきを 

太くしていく 

空気が回るように

まきを足していく

弱火 

いきなり強火に

すると底の米が

こげる 

強火 

噴き始めたら、

強火にする 

弱火 

吹き出しが落ち着

いたら弱火にして

水分を飛ばす 

火からおろす 

湯気が出なく案っ

たら、火からおろ

し蒸らす 


